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令和３年度 第２回北広島市商工業振興審議会会議録 

日 程 令和 3 年 11 月 9 日（火） 
場 所 ４階 会議室４C 

出 

席 

者 

委員 

（5名） 

河西邦人委員、藤山康雄委員、山田久俊委員、丹野司委員、 
長島博子委員、的場睦子委員 

事務局 経済部長 及川浩司、農政課長 遠藤智、 
観光振興課長 橋本征紀、商工業振興課長 林睦晃、 
商工業振興課主査 山田真耶、商工業振興課主査 菊地和良、 
商工業振興課主任 阿部悠介、商工業振興課主事 吉倉成永 

傍聴者 － 

会議次第 

1. 議事 
（1）報告事項 
【報告第 1 号】商工業振興基本計画の推進期間延長について   
（2）審議事項 
【議案第 1 号】次期商工業振興基本計画策定のための事業者アンケー
トについて 

配布資料 

・資料１ 令和３年度第２回北広島市商工業振興審議会 
・新型コロナウイルス感染症対策に係る北広島市の取組 
・新型コロナウイルス感染症に係る経済対策の実施状況について 

1.議事 
（1）報告事項 

【報告第 1 号】商工業振興基本計画の推進期間延長について 
＜質疑応答・委員からの意見等＞ 
 なし 

（2）審議事項 
【議案第 1 号】次期商工業振興基本計画策定のための事業者アンケートについて 

 ＜質疑応答・委員からの意見等＞ 
委員 上位計画である第 6 次総合計画では SDGs を意識した様々な政策展開がなさ

れ、それぞれの事業に対応する SDGs の主たる項目を紐づけしているが、その
他の関連項目については考えなくてもよいのか。 
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事務局  SDGs については第６次総合計画に記載している項目のほか、関連する他の
項目についても十分に意識して事業を実施していく。 

委員 資料に記載している市内外国人の人数は労働者数か。 
事務局 市内に居住している外国人の人数である。実際に労働されている人数はこの

内数で 180 名ぐらいと捉えている。在留資格で言うと技能実習生やその他、永
住の資格を取得し、労働している人などがいる。 

委員 コロナ禍で外国人実習生が足りないと聞いているが実際はどうなのか。また、
働いている外国人への支援体制は整っているのか。 

事務局 労働者も含めた外国人の入国制限の関係で日本に入って来られない人もい
る。                           

今年度から市では多文化共生の取組として外国人雇用の相談窓口を設置して
いるほか、外国人雇用事業者向けセミナー、外国人向けの支援や交流事業も進
めている。 

委員 働き方改革が進められている中、働く人の待遇は良くなっているのか。正職員
とパートの比率は変わっているのか。 

事務局 正職員・パート職員の内訳資料は手元にないが、労働環境については、最低
賃金は少しずつではあるが上昇している。市ではワーク・ライフ・バランスの
推進など、市内企業に向けた周知を行っている。                                  

また、労働環境の調査として毎年市内事業者を対象に労働事情調査を実施し
ており、給与の額・採用状況・休暇制度などを集計してホームページで公表
し、市内企業に参考としていただいている。 

委員 市内にある工業団地の土地は分譲済みのところが多いが、建物の建設や、事業
活動は行われているのか。 

事務局 市内には 6 つ工業団地があり、このうち輪厚工業団地については 35 区画ある
うちの 33 区画まで分譲・売却が終了している。その内、操業が開始されている
のは 50％程度である。  

輪厚以外については分譲が終了し、土地自体は民間の所有となっており、既に
操業しているところが多いが、未利用になっている土地もある。今回実施する事
業者アンケートの中に遊休所有地の有無・所有地の概要という項目を設け、民間
の未利用地を把握したいと考えている。北広島市に進出を考えている企業から
の問い合わせも市外・道外問わず多くあるため、民間所有の土地を上手く結び付
けたいと考えている。 

委員 工業団地の分譲について、大企業だけではなく規模の小さい中小企業が使え
るようにはなっているのか。 

事務局 輪厚工業団地では一区画辺りの面積について大小様々なパターンで分譲して
おり、企業のニーズに合った区画を選ぶことができる。輪厚工業団地以外は民間
所有であるため、民間企業同士の交渉は考えられる。 
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委員 事業者へのアンケートに関して、前回のアンケートとの変更点はどういった
ところか。 

事務局 主なものとしてまずボールパークと駅西口再開発等について事業者の声を把
握する必要があると考え追加している。２つ目として民間企業の遊休所有地に
関する設問も、土地の利活用が重要であるという観点から追加している。３つ目
に外国人の雇用状況、雇用の関係について設問として追加している。４つ目に事
業承継について、全国的に企業の代表者の年齢が高くなっており、事業承継を考
えていかなければならない事業者が増えていると思われるため、設問として追
加している。事業承継については具体的な相談を受けているわけではないが、ア
ンケート調査の中で把握したいと考えている。 

委員 ボールパークと駅西口再開発に関する設問追加について、アンケートの集計
結果を出す前にボールパークや北広島駅西口再開発の方向性が決まってしまう
のではないか。事業者は色々な考えをもっていると思うが、意見の反映は間に合
うのか。 

事務局 ボールパークや駅西口再開発に関わる設問は、事業者自身がどのように関わ
るか、どういう取り組みをしていくかといった考えについて把握したい。意見の
反映については、アンケートの結果が出た段階で商工業振興基本計画の位置づ
けとは別に、早急に担当部署と結果を共有することで対応したい。 

委員 駅西口がどこまでの範囲を指すのかわからないが、本来であればマスタープ
ランを市が作成し、土地や建物の所有者が計画の方向性に沿って動く必要があ
る。しかし現状は近隣の銀行やビルのオーナーなど、本来であれば関係があるは
ずのところに話がいっていない。今のところあくまでも市有地だけの開発で、全
体像が見えてこない。 

事務局 駅西口の再開発については、まずボールパークの開業に間に合うよう、交通手
段としてバスを発着させるという考えがある。担当課でも認識はしていると思
うが、当審議会の中で意見があったことは再度伝える。 

委員 法改正により高齢者の雇用が 65 歳までとなり、今後も長くなっていくことが
見込まれていることから、高齢者雇用についても設問に加えて良いと思う。 

事務局 本日の審議会の結果を踏まえた上で設問の内容を固めていき、調査実施前に、
ある程度確定に近い段階で委員の皆さまに再度情報を提供する。 

 
2.表決について 
 審議事項「【議案第 1 号】次期商工業振興基本計画策定のための事業者アンケートについ
ては、出席委員 6 名のうち、賛成 6 名、反対なしで承認された。 
 
3. 閉会 
 


